
第７期介護保険事業計画
（地域包括ケア推進計画）

平成30年度～平成32年度

坂井地区（あわら市・坂井市）

坂井地区広域連合

概要版

　この計画は、2018（平成30）年度から2020（平成32）年度までの３年間における
介護サービスの体制整備に係る基本的な考え方や目標、その実現に向けた施策
の方向性を定めるものとして策定しました。



　坂井地区の総人口は減少し続
けている一方で、高齢者人口は
着実に増加しており、2025（平
成37）年度には高齢化率30%を
超える見込です。

　要介護（要支援）の認定者数
は、2017（平成29）年４月から
の介護予防・日常生活支援総合
事業の開始に伴い一旦減少しま
したが、その後、年齢層の高い
高齢者の増加により、再び増加
に転じる見込です。

　2017（平成29）年度の介護給
付費は106億4,359万円の見込
で、2012（平成22）年度と比較
すると約15億円の増加、2025
（平成37）年度には117億1,079
万円、2012年度と比較すると
約26億円増加する見込です。

要介護（要支援）の認定者数・認定率の推移

介護給付費の見込み

高齢者人口と高齢化率の推移
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坂井地区の
現在と今後の姿

62



　第7期計画においては、保険料段階を12段階に設定しました。保険料基準額（介護サービス費用
が賄えるよう算出された保険料の標準的な金額）は、72,000円（月額6,000円）となります。

所得金額とは、実際の「収入」ではなく、地方税法で定められた「合計所得金額（事業所得、給与所得、雑所得（公的年金
等）の合計額で、扶養控除や医療費控除をする前の金額）」から「長期譲渡所得・短期譲渡所得の特別控除額」を控除した金額
のことです。

坂井地区の介護保険
サービスにかかる費用

65歳以上の人の
負担割合

坂井地区の65歳以上
の人数（３年間） 基準額（年額）

約330億円 23％ 約10万5千人 72,000円× ÷ ＝

所得段階 対　　象　　者 保険料率 保険料
（上段：年額）
（下段：月額）

世帯に市民税課税者がいて本人が非課税者で上記に該当しない人

本人が市民税課税者で、所得金額が80万円未満の人

本人が市民税課税者で、所得金額が80万円以上120万円未満の人

本人が市民税課税者で所得金額が120万円以上200万円未満の人

本人が市民税課税者で所得金額が200万円以上300万円未満の人

本人が市民税課税者で所得金額が300万円以上400万円未満の人

本人が市民税課税者で所得金額が400万円以上800万円未満の人

本人が市民税課税者で所得金額が800万円以上の人
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生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税者であって老齢福祉年金
受給者または「所得金額+課税年金収入額≦80万円／年」を満たす人

世帯全員が市民税非課税者であって上記に該当せず、
「所得金額+課税年金収入額≦120万円／年」を満たす人

世帯全員が市民税非課税者であって上記に該当しない人

世帯に市民税課税者がいて、本人が非課税者で
「所得金額+課税年金収入額≦80万円／年」を満たす人

第７期の介護保険料
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を第７期計画の基本理念とします

2025年の地域包括ケアの望ましい姿を、行政だけでなく地域住民が一緒に考え、
地域の将来像を共有し、その実現に向け取り組めるように

誰もが住み慣れた地域で
生きがいや楽しみを持って暮らせる、
みんなで考えるまちづくり

計
画
の
重
点
項
目 詳しくは

６ページ以降を
ご覧ください

　高齢者ができるかぎり住み慣れた地域で暮らし続ける
ことができるよう、地域全体で支えていくしくみが
「地域包括ケア」です。
　自分でできることは自分でする「自助」を土台に、地域
での支え合いなどの「互助」を行政や地域住民が一緒
に考え実現することで、地域包括ケアを支えます。

地域包括ケアに
おける役割分担

自助 互助

共助 公助

１  生きがいや楽しみを持って自分らしく暮らせるまちづくり
　　 ● みんなで考えるまちづくり　　　　● 高齢者の生きがいづくり・仲間づくり
　　 ● 元気高齢者の社会参加の促進　　　● 介護予防の推進

２  最期まで安心して暮らせる環境の整備
　　 ● いつまでも食を楽しむための支援　● 介護状態の維持や改善の取組み
　　 ● 介護に取り組む家族等の支援　　　● 自分らしい生き方の選択

３  介護保険が適正に使われるための取組み
　　 ● 介護報酬請求の適正化　　　　　　● ケアマネジメントの適正化

基 本 理 念

地域包括ケアとは
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住み慣れた地域で生きがいや楽しみを持って暮らせる地域の将来像

介護・リハビリ保健・予防

就労、
ボランティア

趣味・仲間づくり

移動／公共交通

ICT情報連携買い物・家事支援

医療・看護

住み慣れた住まい

通いの場・見守り

介護・医療等の支援体制

地域で支え合う体制

人生をより豊かにする活動

互助 共助 公助

● 制度に基づく助け合い
の仕組み

● 介護保険
● 医療保険
● 年金　など

● 制度に基づかない相互
の助け合い

● ボランティア活動
● 職場、趣味、地域活動
の仲間同士の助け合い

● 近隣の助け合い　など

● 公的機関によって提供
される援助

● 高齢者福祉サービス
● 生活保護
● 人権擁護・虐待対策　など

自助

● 自分のことは自分でする
● 自らの健康管理
● 介護予防に取り組む
など
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〇みんなで考えるまちづくり
　住民、行政、民生委員、社会福祉協議会、老人会、ボラン
ティア等が地域の課題把握や共有した課題解決の議論などを通
じて、目指すべき地域の将来像を考えます。

〇高齢者の生きがいづくり・仲間づくり
　高齢者の方が住み慣れた地域で明るく活力に満ちた高齢期を
過ごせるよう、高齢者の就業機会の確保およびボランティア活
動、生涯学習、スポーツ活動等の社会参加の促進を図ります。
また、高齢者同士のふれあい、世代間交流、高齢者の居場所づ
くり等を進めます。

〇介護予防の推進
　高齢者の方がいつまでもいきいきと暮らし続けることができ
るよう、心身機能の維持や低栄養の予防など高齢期の特性に応
じた健康づくりを進めます。また、フレイルの早期発見を目的
としたフレイルチェック等を通じて、フレイル予防に取り組み
ます。

生きがいや楽しみを持って自分らしく暮らせるまちづくり

　年をとって心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）が低下した状態を「フレイル」
と言います。フレイルは「虚弱」を意味する英語「frailty」を語源として作られた言葉です。要介護
認定者の多くが、健康な状態からフレイルの段階を経て、要介護状態に陥ると考えられています。
　「外出の機会が以前より減った」「おいしいものが食べられなくなった」「活動的ではなくなった」
という人は、フレイルの危険信号が灯っていると考えられます。フレイルの兆候を早期に発見して
日常生活を見直すなどの正しい対処をすれば、フレイルの進行を抑制したり、健康な状態に戻した
りすることができます。

フレイルとは

1

?

３年間で重点的に
 取り組むこと
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〇いつまでも食を楽しむための支援
　介護が必要になってもいつまでも食を楽しみ心豊かに生活が送れるよう、医師、歯科医師、栄養
士、言語聴覚士等の専門職種の連携による高齢者の栄養ケアに取り組みます。

〇要介護状態の維持や改善の支援
　在宅、通所サービス、通いの場等あらゆる機会においてリハビリテーション専門職が関わり、要
介護状態の維持や改善を図ります。

〇介護を行う家族等の支援
　在宅で介護を行う家族等の負担や不安の解消のため、介護者の負担軽減につながる支援、相談体
制の充実等を図ります。

〇自分らしい生き方の選択
　将来的に判断力が低下しても自らの意思で生き方を選択できるように、アドバンス・ケア・プラン
ニング（高齢者本人、家族、医師等があらかじめ今後の治療や療養の場などについて話し合うこと）
の普及に取り組みます。

　医療と介護の両方を必要とする高齢者の方が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期
まで送り続けることができるよう、医療、介護等の関係機関が連携し、在宅での生活を支えます。

坂井地区における
在宅ケア体制の
イメージ

最期まで安心して暮らせる環境の整備2
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坂井地区広域連合 〒919-0526  福井県坂井市坂井町上兵庫40-15　TEL：0776-72-3305  FAX：0776-72-3306
 E-mail：kaigo@kouiki.sakai.fukui.jp　URL：http://www.kouiki.sakai.fukui.jp問い合わせ先

〇介護報酬請求の適正化
　保険料および公費で運営される介護保険制度は、介護サービス事業者がルールに従って適切に
サービスを提供することが制度の信頼性を確保するうえで必要不可欠です。坂井地区広域連合で
は、給付適正化システム等を活用し、不当・過誤請求の発見および適正化に努めます。

〇ケアマネジメントの適正化
　坂井地区広域連合では、ケアプランが単に利用者の希望に沿うものではなく、自立に向けた適切
なプランとなるよう、ケアマネジャーへの助言・指導を行います。
　また、介護保険を利用する住民等に介護保険の制度趣旨を理解いただけるよう、広報誌やパンフ
レット、ホームページ等を通じて、住民への啓発を行います。

　制度開始から18年が経過し、介護サービスの利用は大幅に拡大しましたが、一方で提供される介
護サービスの一部には、必ずしも利用者の自立支援に役立つものとされていない事例や、介護事業
者による不適正な請求事例も認められるようになってきました。
　こうした状況を背景として、制度本来の趣旨に沿った介護サービスの提供がなされるよう、介護
保険給付等の適正化に取り組みます。

3 介護保険が適正に使われるための取組み

ヘルパーさんに任せきりだと…

積極的に介護予防に取り組むと…

要介護認定を受けても、身の回りのことで自分でできることは自分でしましょう

５年後…

５年後…

身の回りのこと
は全てヘルパー
さんに任せて
おけばいいね

なるべく介護が
必要にならない
ように、デイサー
ビスで体操

家事への意欲が
湧いて自分ででき
ることが増えた！

自分で家事が
できることを
目標に！

活動量が減り、
どんどん筋力が衰え、
ついには寝たきりに…

自立した生活を続けるために…


